
第 82回国民スポーツ大会飯山市準備委員会 

競技式典専門委員会 第１回ジャンプ台整備検討部会 次第 

日時：令和６年１０月 29日（火）午後 4時 

場所：飯山市役所 ４階会議室 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 検討事項 

（1）市営飯山シャンツェの現状 【資料１】

(２)主な国内外のジャンプ台 【資料２】

(３)基本設計実施業者からの提案内容 【資料３】　※非公開

（4）検討部会の進め方 【資料４】

５ その他 

６ 閉 会 



市営飯山シャンツェの現状について 

 

 施設名：市営飯山シャンツェ（長野県飯山市大字飯山9000番地） 

 

１ プロフィール 

区  分 
スモールヒル 

（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｬﾝﾂｪ） 

ミディアムヒル 

（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｬﾝﾂｪ） 
ノーマルヒル 

ア

プ

ロ

｜

チ 

助走路 
長さ ３７.０ｍ ６４.０ｍ ６９.０ｍ 

最大斜度 ３０° ３２° ３５° 

カンテ 

幅 ３.０ｍ ４.０ｍ ２.５ｍ 

高さ ０.９１８ｍ ２.０３６ｍ ２.０ｍ 

斜度 ８.５° １０° １０° 

着地斜面 最大斜度 ２９° ３４.３° ３４.７° 

着地斜面 幅 Ｋ点 ６.６４ｍ １２ｍ １７ｍ 

Ｐ点（標準点） ２０ｍ ４５ｍ ７４.２ｍ 

Ｋ点（極限点） ３０ｍ ６０ｍ ８０ｍ 

ブレーキングトラック ４６ｍ ６５ｍ ７０ｍ 

付帯施設 

クラブハウス 昭和61年建設 鉄筋2階建 延床面積228.08㎡ 

ジャッジハウス 平成 10年建設 鉄筋2階建 延床面積 162㎡ 

選手控室（車庫兼用） 平成 11年建設 鉄筋2階建 延床面積 189.9 ㎡ 

スロープカー 平成 11年建設 全長 128ｍ 10人乗 

 

２ 歴史概要 

昭和４４年度(1969-1970)    ノーマルヒル（旧70m級ジャンプ台）建設 

昭和５９年度(1984-1985)    ノーマルヒルブレーキングトラック等改修 

昭和61,62年度(1986-1988) ノーマルヒル改修 

                         ミディアムヒル（旧 40m級ジャンプ台）建設 

                         スモールヒル（旧 20m級ジャンプ台）建設 

                         クラブハウス建設（鉄骨造 地下１階、地上２階建） 

昭和６３年度(1988-1989)    ノーマルヒル改修 

                         シャンツェパーク用地取得、設計管理等 

平成 元年度(1989-1990)    シャンツェパーク 公園化整備 

平成 ２年度(1990-1991)    ミディアムヒル・スモールヒルプラスチック化等改修 

平成 ３年度（1991-1992）    第１回サマージャンプ大会開催 

資料１ 



平成 ５年度(1993-1994)    シャンツェパーク 緑化工事 

平成 ８年度(1996-1997)    ノーマルヒル改修 設計、測量等 

平成 ９年度(1997-1998)    ノーマルヒル改修 

平成１０年度(1998-1999)    シャンツェパーク 整備工事（ｼﾞｬｯｼﾞﾊｳｽ建築含） 

                         ジャッジハウス建設（鉄骨造 ２階建） 

平成１１年度(1999-2000)    シャンツェパーク 整備工事 

（ｽﾛｰﾌﾟｶｰ、圧雪車車庫、ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ改修含） 

                         圧雪車車庫建設 木造(基礎RC造) ２階建 

                         スロープカー建設 L=128m 10人乗り 

                         クラブハウス改修 

         ＜インターハイ開催＞ 

平成１２年度(2000-2001)    シャンツェパーク 整備工事 

         ＜国体開催＞ 

平成１４年度(2002-2003)    ミディアムヒル・スモールヒル 人工芝張替等改修 

平成２３年度(2011-2012)     ミディアムヒル・スモールヒル改修及び人工芝張替 

         ＜インターハイ開催＞   

令和 ２年度(2020-2021) 

         ＜第82回国民スポーツ大会冬季大会開催＞ 

令和 9年度(2027-2028) 

 

３ 利用状況 

 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

人数/延べ 2,410 2,794 5,181 2,296 1,778 1,279 1,913 

維持管理費（万円）      350 360 

 

 

 

 



主な国内のジャンプ台 

 

１ 白馬ジャンプ競技場 

場所：長野県白馬村 

種類：ノーマルヒル（K点 90ｍ）・・・村営 

 ラージヒル（K点 120ｍ）・・・県営 

（1998年 長野冬季オリンピック会場） 

大会：年間を通じて大会を開催、近年サマージャンプ大会が主（H29国体） 

特徴：スタート地点観覧が可能な観光施設 

 

２ 妙高高原赤倉シャンツェ 

場所：新潟県妙高市 

種類：ミディアム（K点 60ｍ）・・・県営 

 ノーマルヒル（K点 90ｍ）・・・県営 

大会：年間を通じて大会を開催、近年サマージャンプ大会が主（H30国体） 

特徴：赤倉温泉スキー場に併設、標高が高い 

 

３ 蔵王ジャンプ台 

場所：山形県山形市 

種類：ノーマルヒル（K点 9５ｍ）・・・市営 

大会：年間を通じて大会を開催（H26国体、R6国スポ） 

特徴：FIS の最新基準に則した国内唯一のサマージャンプ台 

 ネーミングライツ（施設命名権）を導入 

 

４ 大倉山ジャンプ競技場 

場所：北海道札幌市 

種類：ラージヒル（K点 123ｍ）・・・民営（株式会社札幌振興公社） 

（1972年 冬季オリンピック札幌大会） 

大会：年間を通じて大会、イベントを開催 

特徴：ジャンプ競技場が観光施設の一部となっている 

 

５ ジャンプ台の活用事例 

別紙１参照 
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ジャンプ台の活用事例 

 

『海外』 

 

 

 

 

 

 

カナダ カルガリー

ジップライン

ノルウェー オスロ

ジップライン

韓国

サッカー

別紙１ 



 

 

『国内』 

 

 

 

札幌市 大倉山

Red Bull 400

札幌市 大倉山

大倉山冬花火

白馬村

ウォータースポーツフェスティバルin白馬

小谷村

Red Bull Jump & Freeze



ジャンプ台整備検討部会の進め方 

第１回（R6.10.29）

第２回（R6.11. ）

第３回（R6.11. ）

第４回（R6.12. ）

・市営飯山シャンツェの現状把握 

・主な国内外のジャンプ台 

・基本設計実施業者からの提案内容 

・検討部会の進め方 

・飯山シャンツェの将来像について（団体、所属） 

・市営飯山シャンツェの将来に向けた構想（草案）検討 

・市営飯山シャンツェの国スポに向けた整備計画（草案）検討 

 

・基本構想･基本計画（素案）及び基本設計（素案）の決定 

・専門委員会、常任委員会等への報告 

・ 
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・市営飯山シャンツェの将来に向けた構想（素案）検討 

・市営飯山シャンツェの国スポに向けた整備計画（素案）検討 

 



第82回国民スポーツ大会飯山市準備委員会 

競技式典専門委員会 ジャンプ台整備検討部会 委員名簿 

令和６年 10月 29日現在 

(順不同・敬省略)  

部会長 (１名) 

選出区分 所属・団体 役 職 氏 名 

スポーツ関係 特定非営利活動法人 飯山市スポーツ協会 理事 藤本 智教 

 

副部会長 (１名) 

選出区分 所属・団体 役 職 氏 名 

学校・教育関係 長野県飯山高等学校 スキー部顧問 久保田真一郎  

 

委員(8名) 

選出区分 所属・団体 役 職 氏 名 

競技団体 公益財団法人長野県スキー連盟 副会長 髙橋 信夫 

競技団体 飯山市スキークラブ 会長 岸田 博章 

競技団体 飯山市スキークラブ ジャンプ部 小泉 敦 

スポーツ関係 飯山市ジャンプスポーツ少年団 コーチ 鷲森 秀樹 

スポーツ関係 （一社）Tａｋｅ Ｓｕｎ「地域おこし協力隊」 マネージャー 栃本 翔平 

市関係 飯山市総務部企画財政課 財政係長 渡辺 信太郎 

市関係 飯山市道路河川課 課長補佐兼監理係長 宮沢 千早 

市関係 飯山市上下水道課 課長補佐兼水道係長 小林 真 

 合計 10 名 
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